
 

 

 

 

 

【要旨】 

Ⅰ全国・岡山の動向 

・2020年の訪日外国人客数は新型コロナウイルス感染症（以下、「新型コロナ」という。）の影

響により前年比△87％、岡山県外国人延べ宿泊者数は前年比△85％と大幅減となった。岡山県

内の国内居住者月別宿泊者数は、新型コロナの国内動向と同様の推移となっている。 

・岡山県観光消費額単価（2019年）によると、訪日外国人宿泊客は日本人宿泊客より消費額が多

く、訪日外国人の観光目的とビジネス目的では消費額に３倍の差があった。 

・（公財）日本交通公社（以下、「ＪＴＢＦ」という。）の観光資源台帳によると、岡山が最高

評価「Ｓ」に選ばれたのは１箇所であり、岡山単独でＳ評価資源はないとの評価であった。 

Ⅱ外国人海外旅行経験者の意向調査 

・全回答者の約９割が「新型コロナの流行が収束し、平常状態に戻ったとき、また海外観光旅行

をしたい」と回答。検討再開のタイミングは、「抗ウイルス薬の開発など、新型コロナの脅威

が消滅してから」、「渡航希望先の安全宣言後（入国制限・入国後の行動制限措置の解除を伴

う）」など。 

・観光したい国・地域では「日本」を挙げた人が約６割と最も多く、割合も上昇。訪日意欲は高

い結果となった。 

・「岡山」について、「知っている」と回答した人は 12.6％（前年 12.7％）、「行ってみたい」

と回答した人は 3.1％（前年 3.8％）となっており、伸びしろも含め改善の余地がある。 

・訪日希望者の求める宿泊施設については、アジア全体の７割が「温泉のある日本旅館」を、欧

米豪全体の５割が「豪華で快適なホテル」を希望した。 

・岡山訪問希望者が日本に訪れた時に体験したいこととして、「桜の観賞」、「紅葉の観賞」が、

訪日希望者全体では「自然や風景の見物」、「桜の観賞」、「伝統的日本料理」が挙がった。

また、訪日希望者と岡山訪問希望者の訪問目的の割合を比較した時、岡山訪問希望者の方がど

の項目も選択率が高い結果となった。 

・新型コロナの流行が収束しても海外旅行をしたくない理由には、「旅行先での衛生面での配慮

や、清潔・安全に不安」、「感染予防のため自粛したい」などが挙がった。 

・自粛時に行った日本に関する活動では、半数以上が「日本食を体験」と回答し、さらに体験し

た７割が「訪日意欲が高まった」と回答した。 

Ⅲおわりに 

・コロナ禍の現状、観光資源のハード・ソフトの両面から再認識し対応策を講じる必要性は増し

ている。ハード面では、近隣の複数ある観光資源の一体感を持たせたストーリー提供や移動等

の利便性向上、ソフト面では、国・地域ごとの嗜好を把握した、食べ物や日本酒、提供場所を

各業種が連携してパッケージで紹介するような取り組みが考えられる。 
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株式会社日本政策投資銀行 

岡山事務所 

2020岡山のインバウンド観光動向 

－コロナ禍の現状とアフターコロナに向けて－ 



 

 

目 次 

Ⅰ全国・岡山の動向 

１．訪日外国人客数推移 ............................................. 1 

２．宿泊 ........................................................... 2 

３．消費額 ......................................................... 3 

４．訪日外国人訪問地・入国空港流動数 ............................... 4 

５．岡山県の観光資源 ............................................... 5 

 

Ⅱ外国人海外旅行経験者の意向調査   

１．調査の概要 ..................................................... 6 

２．アフターコロナ ............................................... 7-8 

３．岡山の認知度・訪問意欲 ...................................... 9-10 

４．訪日旅行について ........................................... 11-14 

 

Ⅲおわりに ....................................................... 15-16  

 

 

 



1 

 

Ⅰ全国・岡山の動向 

１．訪日外国人客数推移 

日本政府観光局（ＪＮＴＯ）の統計によると 2020年に全国を訪れた訪日外国人客

数は前年比△87％の 412 万人となった。本来であれば東京 2020 オリンピック・パ

ラリンピック競技大会（以下「東京 2020大会」という。）が開催されていたはずの

年ではあったが、新型コロナの影響により海外渡航は制限され、東京 2020大会延期

となった。日本政府は訪日外国人旅行客数 4000万人を目標としていたものの、実際

はその 10％に留まり、1990年代後半の水準となった。 

 

【図表１】訪日外国人客数の推移 

 

出所：ＪＮＴＯ「訪日外客統計」 
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２．宿泊 

岡山県の外国人延べ宿泊者数は、東日本大震災の後 2012年以降順調に増加して

おり 2018年までは毎年前年比増であったが、2020年は前年比△85％となり、2012

年の水準まで落ち込んだ。 

 

【図表２】岡山県の外国人延べ宿泊者数の推移 

 

出所：観光庁「宿泊旅行統計」 

 

岡山県内月別宿泊者数は、2020年４月に緊急事態宣言発令の影響により減少し

た。緊急事態宣言の解除後や Go Toトラベル事業により国内居住者の宿泊数は一

旦増加したものの、12月から新型コロナの再拡大の影響を受け減少している。 

新型コロナ以前のインバウンド宿泊者数は月平均４万人で推移していた。しかし、

新型コロナの影響を受けて減少し、Go To トラベル事業も渡航制限下のインバウン

ド客には効かず低水準が続いている。岡山県の国内居住者宿泊者数は、新型コロナ

の国内動向と同様の推移となっている。 

 

【図表３】新型コロナ前後の岡山県内延べ宿泊者数 

 

出所：観光庁「宿泊旅行統計」 
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３．消費額  

岡山県における宿泊客の観光消費額単価は、訪日外国人宿泊客が 34,499 円であ

り、日本人宿泊客（25,291円）より消費額が多くなっている。また、同じ訪日外国

人宿泊者でも、観光目的とビジネス目的では消費額に３倍もの差がある。 

 

【図表４】岡山県観光消費額単価（2019年） 

 

 

 

 

出所：観光庁「共通基準による観光入込客統計」 
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４．訪日外国人訪問地・入国空港流動数 

訪日外国人の国内の出発地とその後の訪問地への動向について岡山を中心に検

証すると、岡山を出発地とした人は主に大阪、広島を目的とした人が多い。ま

た、岡山を目的地とした人も同様に大阪、広島を出発地とした人が多い。しか

し、大阪⇔広島の各々を目的地、出発地とする人はさらに多く、岡山が通過地点

となっている事実が窺えることから、第二の目的地となるような誘客活動の必要

性が再確認される。 

 入国空港からの流動数の観点では、岡山を目的地とした場合、入国空港は岡山

空港利用が５割強、関西国際空港利用が２割強であった。岡山を入国空港とした

人は、他の地域を目的地とする人が少なく、長期日程で他の訪問地に行こうと考

える旅行者に岡山空港が利用されていないと推測される。 

 

【図表５】国内訪問地・入国空港流動数（2019年） 

 
（注）岡山との間で２千人以上の流動がある県のみ表示 

 

（注）岡山（含：岡山空港）との間で流動がある県（含：空港）のみ表示 

出所：国土交通省「FF－Date（訪日外国人流動データ）」 
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５．岡山県の観光資源 

ＪＴＢＦの観光資源台帳によると、岡山が最高評価「Ｓ」に選ばれたのは、「広

島・岡山・香川：瀬戸内海の多島景観」だけであり岡山単独でＳ評価とされた資源

はない。Ａ評価になると７カ所になる。 

 

【図表６】 

 

（注）ランクＢは岡山市のみ表示 

出所：JTBF「観光資源台帳」 

  

（2017年７月時点）

都道府県 市町村名 資源名称 ランク

広島・岡山・香川 広島市/倉敷市/今治市/他 瀬戸内海の多島景観 S

岡山 岡山市 吉備津神社 A

岡山 岡山市 後楽園 A

岡山 岡山市 会陽（裸祭り） A

岡山 倉敷市 倉敷川畔の街並み A

岡山 倉敷市 大原美術館 A

香川・岡山 倉敷市/坂出市 瀬戸大橋 A

岡山 備前市 閑谷学校跡 A

岡山 岡山市 最上稲荷（通称：高松稲荷） B

岡山 岡山市 曹源寺 B

岡山 岡山市 岡山城 B

岡山 岡山市 吉備津の門前町 B

岡山 岡山市 西川緑道 B

岡山 岡山市 ままかり寿司 B

岡山 岡山市 吉備津彦神社 B

岡山 岡山/総社市 吉備路風土記の丘 B
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Ⅱ外国人海外旅行経験者の意向調査 

１．調査の概要 

当行では、ＪＴＢＦと共同で、2020年 12月１～12日にかけてアジア（韓国、中

国、台湾、香港、タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア）および欧米豪

（イギリス、フランス、アメリカ、オーストラリア）に居住する海外旅行経験者を

対象としたアンケート調査を実施している。 

 

本アンケートの調査要領は以下のとおりである。 

調査方法 

インターネットによる調査 

調査時期 

2020年 12月１日～12日 

調査地域 

韓国、中国、台湾、香港、タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア、 

アメリカ、オーストラリア、イギリス、フランスの 12地域 

（注）中国は北京および上海在住者のみ 

調査対象者 

20～59歳の男女、かつ、海外旅行経験者 

（注）中国-香港-マカオ間、マレーシア-シンガポール間、タイ-マレーシア間、 

 アメリカ-カナダ・メキシコ・ハワイ・グアム間、オーストラリア-ニュージーラ

ンド間、イギリス・フランス-欧州各国間の旅行については、海外旅行経験から

除く 

有効回答者数 

上記各国・地域に居住する住民計 6,139人 

（注）中国は北京および上海在住者のみ（割合は北京 50％、上海 50％） 

有効回答者のうち訪日経験者数は 2,885人である 

協力実査会社 

楽天インサイト株式会社 
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２．アフターコロナ 

新型コロナの収束後、再び海外観光旅行をしたいと「思う」、「どちらかとい

えば思う」の合計は 86.6％。約９割が海外観光旅行を希望している。その一方

で、海外旅行経験者の中でも 8.1％が海外旅行をしたいと「思わない」、「どちら

かといえば思わない」と回答した。 

海外旅行検討再開のタイミングは「抗ウイルス薬の開発など、新型コロナの脅

威の消滅」、「渡航希望先の安全宣言後」などが挙がった。 

   

【図表７】新型コロナの流行が収束したら海外観光旅行をしたいか 

 

 

【図表８】海外旅行検討再開のタイミング
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今後行きたい旅行先について、回答者全体では日本がトップとなり約６割となっ

た。昨年と比べて日本は割合が増えている反面、他の国・地域のほとんどは希望割

合が減っていることは興味深い。 

国・地域別にみると、香港で 83.4％、タイで 77.5％の人が日本観光を希望してい

る。 

 

【図表９】観光したい国・地域 

 

（注）旅行したい国は 33 の選択肢のうち、回答の多い上位 10 国・地域を並べたもの 

全体、各国・地域上位２国・地域を黄色でぬりつぶしている 

   観光したい国・地域と回答者の国･地域が同じ場合の回答はサンプルから除いている 

（単位：％）
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３．岡山の認知度・訪問意欲 

岡山の認知度を国・地域別にみると、岡山を知っていると回答した人は全体で

12.6％（775人）。これは中国地方では広島の 35.1％（2,157人）に次ぐ割合となっ

ている。岡山への認知度が高い地域は台湾 34.8％、香港 25.9％であった。 

昨年と比較すると、岡山の認知度は全体で 0.1％減とほぼ横這いとなった。 

上記の状況である一方、岡山の認知度は水準として決して高いとは言えず、伸び

しろも含め改善の余地があることが窺える。 

 

【図表 10】認知度 

 

（注）上位２観光地を黄色でぬりつぶしている 

 

〈参考〉2019年調査 

 
（注）上位２観光地を黄色でぬりつぶしている 
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 訪問意欲については、岡山を訪問したいと回答した人は全体で 3.1％（176 人）、

アジア全体で 3.3％、欧米豪全体で 2.5％となっている。これは、岡山を認知する人

のうち、訪問意欲がある人は全体で 22.7％、アジア全体で 20.9％、欧米豪全体で

30.7％となった。結果として、認知する２割程度の人しか岡山訪問を希望しないこ

とを示している。 

鳥取への訪問意欲を見ると、香港・韓国・シンガポールは岡山への数値より高く、

特に韓国からの訪問意欲は広島よりも高い。これは、韓国ＬＣＣの充実や「1000円

タクシー1」など、官民一体の取り組みが奏功した成果とも考えられる。 

 

【図表 11】訪問意欲 

 
（注）上位２観光地を黄色でぬりつぶしている 

 

〈参考〉2019年調査 

 
（注）上位２観光地を黄色でぬりつぶしている  

                                                   
1 鳥取市および近隣の観光スポットをタクシーで周遊。10 コースの中から選択し通常３時間約 15,000 円程度かかる乗車料を鳥取県・

鳥取市・タクシー会社それぞれが負担し、利用者は 1,000 円で利用できる。 
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４．訪日旅行について 

訪日旅行の際に宿泊する施設について、「温泉のある日本旅館」、「豪華で快適なホ

テル（西洋式）」を希望している人が多く、宿泊施設も旅の一部として考えている人

がいる。その一方で、次に挙げられたのは「基本的な設備のみが備わっているホテ

ル（西洋式）」となっており、宿泊が出来れば十分と割り切った人も一定数いる。 

地域別では欧米豪全体になると「豪華で快適なホテル（西洋式）」を多く希望して

いる。 

 

【図表 12】宿泊希望施設 
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訪日目的については、主に自然に関する興味が高く「桜」、「紅葉」など日本特有

の四季に関心を持ち、岡山訪問希望者は訪日希望者全体より全項目で関心が高い結

果となった。このことから、岡山訪問希望者は色々なことに興味を持ち、そして多

くの体験を求めていることが推測されるとともに、岡山でも現状で提供可能な素地

を持っている。 

また、訪日希望者全体で半数近くが「伝統的日本料理」を挙げている一方「日本

の酒」は３割にも満たない結果となった。 

 

【図表 13】日本旅行時にしたいこと 

 
（注）35 の選択肢のうち、回答の多い各上位 20 項目を並べたものである 
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新型コロナが収束しても海外旅行をしたいと「思わない」、「どちらかといえば思

わない」と回答した対象者は、「旅行先での衛生面での配慮や、清潔・安全に不安」、

「感染予防のため自粛したい」などの理由で海外旅行に消極的になっている。 

 

【図表 14】海外旅行をしたくない理由 
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今年（2020 年）自国で実施した日本に関する活動について質問したところ、「日

本食を体験する」、「日本企業の製品、日本産の食品等を購入」と答えた人が５割前

後となり、多くの人が日本食を体験した。また、日本食を体験した人のうち「訪日

意欲が高まった」、「訪日意欲がやや高まった」と回答した人の合計は７割になった。 

 

【図表 15】自国で実施した日本に関する活動 

 
 

【図表 16】日本食を体験した人の訪日意欲 
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Ⅲおわりに  

インバウンド観光客数は東日本大震災後の 2012年以降増加基調にあったものの、

新型コロナの影響により 2020 年の岡山県内の観光客数は大幅減少の已む無きに至

り、観光産業のみなならず地域経済は大きなダメージを受けている。従前の水準に

復するには相当程度の期間を要することが見込まれるものの、中長期的な視点では

インバウンド観光が地域経済にとって重要な要素であることは変わらない。従って、

このような現状だからこそ、アフターコロナの状況に至る且つ改めてインバンド観

光意欲が改善する場合に備え、インバウンド獲得戦略の企画・実行に腰を据え取り

組む好機と考えられる。具体的には、インバウンド観光客（訪日希望者）の目的地

の１つに「岡山」が選択されるに至る取り組みである。 

渡航制限により、インバウンド観光客の来日・来岡は無論、インバウンド観光客

誘致等のため海外に出向くことも出来ない現状に何ができるのか。この観点を踏ま

え、訪問意欲・満足度向上に繋がる取り組みについて検討したい。 

１点目としては、岡山県内の「観光資源のハード面の強化・連携」が挙げられる。

観光資源台帳（図６参照）を前提とすれば、例えばＢ評価をＡ評価に引き上げる方

策である。倉敷美観地区（倉敷市）におけるＡ評価の「倉敷川畔の街並み」・「大

原美術館」のような一体感且つストーリーある観光資源を参考にすれば、岡山後楽

園・岡山城地区（岡山市）においてＡ評価の「後楽園」と近接するＢ評価の「岡山

城」をＡ評価に如何に引き上げるか、といった取り組みが考えられる。この観点で

は、2021 年６月より大規模改修工事に入った「岡山城（来年 11 月リニューアルオ

ープン予定）」が観光資源としての魅力をいかに増すか期待が高まる。同エリア内

では、観光資源台帳では評価対象外ではあるが、桜の名所の旭川（日本旅行時にし

たいことにおいて（図表 13参照）「桜の観賞」は最高位）や「岡山県立美術館」・

「岡山市立オリエント美術館」・「夢二郷土美術館」もある。観光資源の各機能を

対象地域に存在する各々が分散して担うイタリア発祥の取り組みであり地域創生

手法でもある「アルベルゴ・ディフーゾ」は、全国に先駆けて岡山県内において取

り組まれる（矢掛町）または検討が進む（岡山市東区西大寺地区）。この取り組み

を参考として、評価の高い観光資源と近隣の観光資源（底上げも含む）を組み合わ

せた一体感・集合体としてのストーリーを提供できれば一層の効果が期待できる。

このストーリーという観点では特に欧米人が好む「歴史」を組み合わせることも有

用であろう。なお、今次の岡山城改修のようにハード面の整備には時間・コストを

要するため、中長期的な視点での計画は必須となる。また、各観光資源間の移動等

の利便性も重要である。移動の仕方、乗り換えの待ち時間の提示、周辺のお店紹介

等の点ではなく面を意識した情報提供によりインバウンド観光客にとっての利便

性・快適性の向上も必要と考えられる。 
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２点目としては、「観光資源のソフト面の強化・連携」が挙げられる。自宅で過

ごす時間が増える現状、食事の楽しみ・大切さが再認識されたはずである。また、

多くの訪日旅行希望者は日本旅行時に「伝統的日本料理」を希望している（図表 13

参照）。これらの観点を踏まえれば、ソフト面では例えば「日本（岡山）食」と「日

本酒」の各々の強化・連携が考えられる。昨年、ミシュランガイドブックに岡山県

が初めて対象地域となり、日本食に限らず所謂星取りレストランが多数掲載された

（同英語版サイトにも掲載）。結果として、岡山県産の食材・料理及び提供場所につ

いて知りうる機会の向上に繋がったと考えられる。一方、伝統的な日本料理に合う

「日本酒」については、その日本（岡山）食との連携を含めた取り組みの強化に期

待が高まる。岡山には酒造好適米「雄町」の日本酒がある。現在主流の「山田錦」

の親品種であり、栽培は難しいものの多彩な味の表現が可能と言われ県内外で注目

を集めている。このような岡山産日本酒のブランディング強化に加え、日本（岡山）

食との相乗効果を、いかに高めていくか。新型コロナ禍の自粛期間中、岡山県内の

飲食店と日本酒製造元が協力して、岡山の日本酒・それに合うつまみを動画サイト

で配信した事例が見受けられた。このような取り組みを、より面的に企画・展開す

る仕掛けが求められると考えられる。食べ物の紹介に留まらず国・地域ごとの嗜好

を把握し、岡山県産の食材を使った料理、その料理に合うお酒及び提供場所もパッ

ケージとして紹介するものである。なお、１点目のハード面との比較では、これら

の取り組みは時間・コストは少なく済むと想定されるものの、地域内での業種横断

的な密な連携がより求められると考えられる。 

以上のように、地域内の観光資源を、ハード・ソフトの両面から再認識すると共

に、インバウンド観光客が期待するニーズを理解した上で各々の対応策を講じる必

要性は増していると考えられる。新型コロナ禍の現状を好機として、アフターコロ

ナを見据えたインバウンド観光戦略の綿密な企画・実行の準備に従来の垣根を越え

取り組むことが期待される。 
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